
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 
 河内長野市には、６件の国宝と７９件の重要文化財をはじめとする多くの歴史文化

遺産がありますが、これらは中世や宗教に関連するものが多くを占めており、本市の

特色となっています。 
 
このことは、中世において市域が高野詣の中継地として栄え、観心寺、金剛寺が興

隆したことを今日に示すものでもあります。 
 
今回の文化財特別公開事業では、観心寺とその寺領があった川上地区を対象として、

観心寺伽藍、旧子院槇本院、鳩原地区弥勒堂を会場とします。 
 
また、歴史文化遺産の特別公開、展示、講座を組み合わせることで、観心寺を中心

として、斜面に建ち並ぶ古民家、棚田、石造物、人工林等が広がるコンパクトな中世

世界が現在に伝わっていることをストーリーとして示します。 
 
１．期間 

１１月２５日(金)～１１月２７日(日) 
 
２．場所：観心寺・鳩原弥勒堂・延命寺他 
 詳細は別紙ちらし参照 
 
３．公開文化財 
旧槇本院庫裏（国史跡）・書院（国指定）・持仏堂（府指定）・中門（府指定）・庭園（国

史跡）・恩賜講堂・観心寺縁起（国指定）・鳩原弥勒堂等 
 詳細は別紙ちらし参照 
 
 
 
問い合わせ 河内長野市教育委員会ふるさと文化財課（☎0721-53-1111） 
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